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平成 31 年度 理科 化学基礎 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 2 単位 年次 1 年次 

使用教科書 改訂版 新編 化学基礎（数研出版） 

副教材等 改訂版 新編 化学基礎 準拠ノート まとめと問題（数研出版） 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

 

 

 

 

2 学習の到達目標 

 

 

 

3 学習評価と評価方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

化学は物質を対象とする学問です。化学が人間生活に果たしている役割を理解すると共に学習を通じて化学的に探究する

能力と態度を育成するために、常に目的意識を持って授業を受けましょう。また、日常生活の様々な場面で得た知識を活用

し、考えることで新たな見方を身に付けることができます。学んだことの積み重ねで授業が進んでいくので、授業で用いた

プリントやノート、副教材などを利用し、復習は欠かさず行いましょう。 

日常生活や社会の関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識をもって観察・実験などを行い、化学的に

探究する能力と態度を育てると共に、化学の基本的な概念や原理や法則を理解し、科学的な見方や考え方を養い、知識を活

用する力を身に付けることを目標とする。 

われわれの身の周りにある物質とその変化に

興味・関心を持ち、化学的な性質だけでなく、

利用法についても探究しようとするととも

に、科学的な見方や考え方を身に付けている。 

評価方法 

・授業に向かう姿勢 

・内容に関する関心 

・提出物の提出状況 

・自己評価＆相互評価 

a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 

c:観察･実験の技能 d:知識・理解 

化学に関する与えられた課題をこなすだけで

なく、自ら課題を見出し、解決を目指して思

考を深める過程を通して、考察し、その考え

を表現するための基礎的な能力を身に付けて

いる。 

評価方法 

・探究活動に関する発表 

・グループワークの取り組み 

・学習の取り組みをまとめたレポート 

・提出物 

身の周りで起こる自然現象やそれを支配する

化学法則などに関する化学の基礎的な知識を

理解し、総合的に身に付けている。 

評価方法 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

実験に関する装置・器具についての基本操作

を習得するとともに、実験から得られた過程

や結果を正しく記録、整理し、実験で起こる

様々な現象を見逃さない探究心や情報を処理

する方法を身に付けている。 

評価方法 

・実験器具などの取り扱いの状況 

・グループワークの取り組み 

・学習の取り組みをまとめたレポート 

 



4  学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

学
期 

学習
項目 

学習内容 
自己
評価 

主な評価の観点 

生徒の到達目標 
評価 

方法 
a b c d 

１
学
期
中
間 

化
学
と
人
間
生
活
と
の
関
わ
り 

人間生活の中の

化学 
 ○ ○   

a:金属やプラスチックについて関心を高

め，意欲的に探究しようとしている。 

b:洗剤や食品添加物の化学的な働きを理解

すると共に，有効性等を理解し適切な使

用量について考察し，導き出した考えを

表現している。 

c:人間生活に関わる物質の化学的な働き、

有効性等の評価に基づいた適切な使用量

について観察・実験を行い，基本操作を

習得するとともに，報告書を作成してい

る。 

d:人間生活の中で，化学が果たしている役

割を理解し，知識を身に付けている。 

授
業
中
の
態
度

・
提
出
物

・
レ
ポ
ー
ト

・
小
テ
ス
ト

・
定
期
考
査 

化学とその役割    ○ ○ 

物
質
の
探
究 

物質の成分  ○ ○   

a:物質の成分，原子の構造や性質に関心を

もち，意欲的に探究しようとしている。 

b:物質の成分の分離・精製について観察や

実験を通して，単体，化合物および混合

物について考察し，導き出した考えを表

現している。 

c:物質の成分の分離・精製や元素の確認，

温度変化に伴う物質の変化について観

察・実験を行い，基本操作を習得すると

ともに，報告書を作成している。 

d:原子の構造，元素の周期律および原子の

電子配置と周期表の族や周期との関係に

ついて理解し，知識を身に付けている。 

物質の構成元素    ○  

熱運動と物質の

三態 
   ○  

物
質
の
構
成
粒
子 

原子の構造  ○   
 

原子の構造と周

期表 
 

 
 

 
○ 

原子の構造と電

子配置 
  

 
 ○ 

１
学
期
期
末 

物
質
と
化
学
結
合 

イオンとイオン

結合 
 ○  

 
○ 

a:イオンとイオン結合，金属結合，共有結

合に関心をもち，意欲的に探究しようと

している。 

b:自由電子が関係する金属結合と金属の性

質について考察し，導き出した考えを表

現している。 

c:共有結合でできた物質の性質について分

子模型を利用した観察・実験を行い，分

子模型の扱い方を習得するとともに，分

子模型が表す分子の構造を記録してい

る。 

d:イオンとイオン結合について，電子配置

と関連付けて理解し，知識を身に付けて

いる。 

授
業
中
の
態
度

・
提
出
物

・ 

レ
ポ
ー
ト

・
小
テ
ス
ト

・
定
期
考
査 

金属と金属結合  ○ ○ 
 

 

分子と共有結合  ○ 
 

○ 
 

 

 



学
期 

学習
項目 

学習内容 
自己
評価 

主な評価の観点 

生徒の到達目標 
評価 

方法 a b c d 

２
学
期
中
間 

物
質
の
変
化 

物質量  ○ ○  
 

a:物質量と化学反応式に関心をもち，意欲

的に探究しようとしている。 

b:物質量と質量や気体の体積との関係に

ついて考察し，導き出した考えを表現

できている。 

c:化学反応における物質の変化とその量

的関係について観察・実験を行い，基

本操作を習得するとともに，報告書を

作成している。 

d:化学反応式が表している情報について

理解し，知識を身に付けている。 

授
業
中
の
態
度

・
提
出
物

・
レ
ポ
ー
ト

・ 

小
テ
ス
ト

・
定
期
考
査 

化学反応式  ○ 
 

  

化学反応式と

量的関係 
   ○ ○ 

２
学
期
期
末 

酸
、
塩
基
と
化
学
反
応 

酸と塩基の性

質 
 ○  ○  

a:酸と塩基の性質に関心をもち，意欲的に

探究しようとしている。 

b:中和反応でできた物質の性質について

考察し，導き出した考えを表現してい

る。 

c:酸と塩基の性質について，身近に存在す

る酸と塩基を用いて，観察・実験を行

い、基本操作を習得するとともに，そ

れらの過程や結果について報告書を作

成している。 

d:中和反応の化学反応式が表す情報につ

いて理解し，知識を身に付けている。 

授
業
中
の
態
度

・
提
出
物

・
レ
ポ
ー
ト

・ 

小
テ
ス
ト

・
定
期
考
査 中和反応と物

質の量的関係 
  ○  ○ 

３
学
期 

酸
化
、
還
元
と
化
学
反
応 

酸化と還元の

定義 
 ○ 

 
 ○ 

a:酸化と還元の定義、酸化数、酸化剤と還

元剤について関心をもち，意欲的に探

究しようとしている。 

b:酸化数、酸化剤と還元剤について考察

し，導き出した考えを表現できる。 

c:酸化還元反応で起こる物質の変化につ

いて観察・実験を行い，基本操作を習

得するとともに，それらの過程や結果

について報告書を作成している。 

d: 酸化と還元の定義、酸化数、酸化剤と

還元剤について理解し，知識を身につ

けている。 

授
業
中
の
態
度

・
提
出
物

・
レ
ポ
ー
ト

・ 

小
テ
ス
ト

・
定
期
考
査 

酸化数、酸化剤

と還元剤 
 ○ ○  ○ 

酸化還元反応

の利用 
 ○  ○  

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目

において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


